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JNL 登壇セッション

Jamf ConnectとプラットフォームSSOの違い

〜「知識ゼロからの検証」で見えたアプローチの違い〜
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自己紹介

名前：佐藤 彩夏（さとう あやか）

社歴： 1年目（ 2026 年2月入社）

役職：カスタマーサクセス

資格：入社 2か月でJamf300 取得
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今回の検証のきっかけ

机上論ではなく「実機検証」を通じ、お客様目線で 2つの違いと最適なアプローチを解き明かす

現場からの疑問

「 PSSO がある今、なぜ Connect ？」

「 具体的に何が違うのか ？」

直面した課題

社内の比較情報が不足

カタログ仕様だけでは判断不能
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本日のアジェンダ

1. PSSO登場以降、Jamf Connectは不要なのか？

2. PSSOのメリットと、直面した壁

3. PSSOとJamf Connectの対比

4.それぞれの目的に合わせたベストな選択へ
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SECTION 01

PSSO登場以降、Jamf Connectは不要なのか？
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1. PSSO登場以降、Jamf Connectは不要なのか？

初期段階の認識

・ OS標準でローカルアカウントと IdP 連携
→パスワード同期
・ Touch ID 認証

検証を通して見えた事実

PSSO

Jamf Connect

・ローカルアカウントと IdP 連携
→パスワード同期

・ローカルアカウントと IdP 連携
→パスワード同期

PSSO

Jamf Connect

・ローカルアカウントと IdP 連携
→パスワード同期

同一機能なのではないか？

オプション：
・権限昇格申請機能
・権限昇格ログ管理機能

『 ログイン認証 』 と 『 運用のセキュリティ 』 は別物
→現場の状況、目指す環境によって大きく変わる
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SECTION 02

2. PSSOのメリットと、直面した壁



© 2026 ソフトブレーン・インテグレーション株式会社

JNL 2026 SESSION

2. PSSO運用において期待されるメリットと直面した「壁 」

『 業務を止めず 、 ユーザに放置もさせずに既存端末へ展開する方法はないのか ？』

純正ならではの強み 既存端末における「運用の壁 」

● 追加ライセンス費用ゼロ

macOS 標準機能のため追加コストなし 。
対応している既存のEntra ID / Oktaがあれば活用可能
→ローカルユーザの名前はそのままにパスワードのみ
IdP のパスワードへ同期が可能！

● 純正 Touch ID によるパスワードレス
Secure Enclave と OSカーネル直結で 、
生体認証によるシームレスなサインインを実現 。

▲ 強制移行の手段がない
実質強制できるのは新規キッティング時のみ。

構成プロファイルでPSSOを配布しても
Apple 標準機能には一括適用の仕組みがな い。
右上の通知をユーザに放置される 可能性。

▲ 確実にやるなら「全台初期化 」
通知を放置されず全台確実に PSSOへ移行するためには
初期化をして新規キッティングからやり直すが確実。
→業務に支障をきたすため、現実的ではない。
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2. 解決策「 P.S.E.U.D.O .」 とユーザー側の挙動

Open Source Utility

Macjutsu 開発「 P.S.E.U.D.O. 」

OS標準では気付きにくい通知を、画面の任意の位置に
案内ダイアログとして自動表示。

頻度「 1回のみ」 × トリガー「ログイン」で設定。
未登録ユーザがMac にログイン時、完了するまで
繰り返し登録を案内。

登録完了後はスクリプトが判定、自動スルーするため、
既存端末を初期化することなく適用。

GitHub 公開リポジトリ（ OSS）

※スマホ等でお手元から直接コード・設定例（ GitHub ）を確認可能

ポップアップダイアログで登録へ誘導

Jamf Pro ログイン時トリガーで自動リマインド

アカウント紐付け完了で自動停止

Macjutsu / pseudo

▼通常のOkta Verify の通知

▼P.S.E.U.D.O. の案内ダイアログ

Oktaで検証！
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01:15 / Demo

既存端末デモ動画

Status: PSSO Enrollment Dialog Triggered
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2. 解決策「 P.S.E.U.D.O. 」 スクリプトと実際の挙動

# 1. 必須構成プロファイル（SSO拡張/証明書等）の適用検証

CHECK_REQUIRED_CONFIG_PROFILES=“ 【 PSSOに必要な構成プロファイル

名】 "

# 2. 準備完了端末のユーザにのみダイアログ表示

workflow_touch_id

workflow_psso

スクリプトの役割 ：
プロファイル未適用の端末ではダイアログを出さずにスキップ。
準備が整った端末の未登録ユーザにのみ、 Jamf のログイン完了時まで
繰り返しリマインド。

ユーザのMac 画面に現れる実際の UI

初期化を完全に回避
放置ゼロ化：

ポリシー「ログイン時トリガー」により 登録完了まで自動リマインド

ガードレール設計：
前提となる構成プロファイルが未適用の場合、 検知して安全にスキップ

Jamf Pro Script Execution

GitHub: 
Macjutsu/pseudo
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VERIFICATION RESULTS

2. P.S.E.U.D.O. を活用したPSSOの検証で分かったこと

実機検証で実証できた成果

● 既存端末の初期化を完全回避

ユーザのデータやアプリを 維持したまま既存 Mac へPSSOを適用完了

● スムーズな展開手順を確立

トリガーをログイン時にすることにより、通知放置を防ぎ確実なセットアップへ誘導

● 事前準備の工数が少し多め
スクリプト内に構成プロファイルの名前を入れたり、 touch ID をPSSOの設定展開時に登録を
誘導したりするか否かの設定値の変更をする必要があったり、その他ポリシー設定、
構成プロファイルの設定、アプリの配布などが必要となる

● 標準ユーザでも展開可能
求められる情報は、ローカルのアカウント名、パスワードと連携する IdP の情報のみ
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SECTION 03

3. PSSOとJamf Connectの対比
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3-1. PSSO と Jamf Connect の対比 管理者視点

比較項目 PSSO Jamf Connect

対応OS

管理者セットアップ時

ライセンス費用

配布後の運用

macOS 1 3

・「システム設定」のプラットフォーム SSO： macOS 14
・自動デバイス登録中のプラットフォーム SSO： macOS 26

macOS 11 Big Sur / 12 Monterey

Jamf Connect のバージョンに準ずる。

プロファイル設定 ＋ スクリプト実装

新規端末は事前設定のみで可能。既存端末の放置を防ぐには

P.S.E.U.D.O. 等の誘導をする設定 が別途必要

パッケージ配布 ＋ 構成プロファイル

Jamf Connect アプリ配布、 PPPC/ライセンスプロファイル 、

ポリシー配布の標準フローで完結

追加費用なし（ OS標準機能）

Apple 標準仕様のため 追加ライセンス費ゼロ

有償

管理端末台数に応じたライセンス費用

Jamf for mac 等の契約が必要

なし

OS標準フレームワークのため、配布後の個別アプリ保守やライ

センス更新作業は不要

対応必須

macOS 更新に伴うアプリ本体のバージョンアップ対応 、

定期的なライセンスファイルの更新

特記事項：macOS27からPSSOの配布もDDMへ移行
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3-1. PSSO と Jamf Connect の対比 管理者視点

Apple 公式
macOS のプラットフォームシングルサインオン 参照

それぞれの機能項目にて対応 OSが異なる
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3-2. PSSO と Jamf Connect の対比 ユーザー視点

比較項目 PSSO Jamf Connect

ユーザー権限

ローカルユーザー名

標準ユーザー

設定変更やソフト導入は情シス などによる運用が必要
標準ユーザー

なし

IdP とユーザを連携に特化、追加機能なし

ローカルユーザーの一時な権限昇格 ＆ ログ管理

ローカルユーザーを一時的に権限を付与

そのまま維持

既存のMac 短縮名を維持したまま IdP アカウントと紐付け

（新規セットアップ時はIdP と自動統一も可能）

そのまま維持

既存短縮名を維持

（ 新規セットアップ時は IdP と自動統一も可能 ）

独自の追加機能
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SECTION 04

4. それぞれの目的に合わせたベストな選択へ
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4.それぞれの目的に合わせたベストな選択へ

Platform SSO

目的：ログイン認証をスムーズにしたい

向いていると思われる会社

・ Entra ID 、 Okta が主軸となっている環境
※Entra ID ： Platform SSO 利用時： macOS 14 以降推奨

Okta ： macOS 14 Sonoma 以降 完全対応

・ 追加ライセンス費用を抑制したい

Jamf Connect

目的：権限昇格＋端末管理

向いていると思われる会社

・ 多様な IdP を活用

・ 通常は標準ユーザ運用で必要に応じて
Admin 権限を付与したい

・ログの記録など厳密な管理が必要
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4. まとめ ： 目指す運用環境に応じた最適な選択を

PSSOと Jamf Connect は 「どちらか一方を選ぶ対立関係」ではない
利用環境・コスト・求めるガバナンスレベルに応じて、最適 な選定・提案できる「選択肢」が増えた

追加費用を抑えた、シンプルな認証統合

PSSO が適しているケース コスト優先

追加ライセンス費ゼロで OS標準のIdP 連携を実現

見慣れたmacOS 標準画面 ＋ Touch IDによる自然な操作性

展開工数の削減 ＋ 時限昇格ガバナンス

Jamf Connect が適しているケース 統制

パッケージ配布のみで既存端末へスムーズに後付け展開

JIT時限昇格 ＆ ログ監査で現場の自立性とセキュリティを両立

ユーザー自身で一時昇格し、情シス対応待ちで業務を止めない

「認証のスムーズ化」か、それとも「権限管理まで含めた厳格な運用」か

利用IdP ・コスト感・求めるレベルといった本来の目的に寄り添い、無理のない最適な Mac 運用をご提案
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” Macを、組織の死角にしない。
―― すべては、IdPとつなぐ「小さな一歩」から。“
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Macjutsu / pseudo

プラットフォーム SSOのの適用
macOS プラットフォームの SSO登録エクスペリエンスを最適化

ご紹介
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弊社ブース紹介
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